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１．はじめに 

桜島は現在も活発な火山活動を続けているが、このような状況下においても国土保全、防災の面

から火山砂防工事を継続して実施することが不可欠である。 

よって、現地の作業者は火山噴火の影響や火山灰の堆積に伴う土石流の発生等に対して充分に留

意しながら作業を実施しており、安全の管理に必要な情報を自主的に収集している。 

しかし、火山の活動状況や気象情報、土石流発生等の防災情報はインターネットや電話等により

個別に提供されており、作業者が必要な情報を一元的に入手することは困難な状況にある。 

このため、桜島における現地作業者に関連する防災情報を一元的に提供、通知する仕組みを構築

し、安全の確保を支援することが望まれていた。このような状況を受けて防災情報を一元的に収集・

管理して提供するとともに、現地への通知を能動的に行う仕組みをについて検討を行い、情報管理

を支援する「桜島砂防安全監理システム」を開発した結果を報告する。 

 
２．要求事項の分析 

2.1 対象とする危険事象 

  桜島島内で作業員に危険を及ぼす可能性がある事象について、既存の安全管理に関する規程等

や現場での管理事項を基に整理を行い、情報の収集・提供の対象とする危険事象と監視項目を抽

出した（表 1 参照）。  
表１ 監視対象とする危険事象  

危険事象  監視対象とする項目  
豪雨  降雨量（10 分雨量、60 分雨量、連続雨量）  
土石流  ワイヤセンサの断線、ＣＣＴＶ映像  
火山噴火  火山噴火予測、ＣＣＴＶ映像  
火山ガス  二酸化硫黄（CO2）、硫化水素（H2S）、二酸化炭素（CO2）

 

2.2  安全管理手法の分析とシステム化範囲の検討 

システムが効果を発揮して現地作業者の安全確保に寄与するには、現状の作業内容に即した機

能を構築して有効に利活用されることが重要である。このため、従来における現地作業者の安全

管理の方法、手順を整理し、システムに要求される事項を分析した。  
その結果からシステム化する範囲は、「関連する情報の集約と一元的な提供」、「工事箇所毎にお

ける情報の選別」、「危険事象の発生時における能動的な（PUSH 型）情報提供」、「現地状況の映

像による把握」とした。  
 
３．課題と解決方策 

3.1 情報の集約 

監視対象とする項目について、火山ガス以外は観測機器が整備されており、データを集約・処

理するシステムも既に構築されていた。しかし、各システムが個別に構築されていたため、必要

な情報を取得するには複数のシステムを連携させる必要があった。  
このため、情報を集約するデータベースを新たに構築するとともに、データの取得に必要なネ

ットワークの接続および既存システム（情報連携機能）の改良・構築を行った。なお、火山噴火

予測については、観測坑における傾斜計、歪み計の観測結果を用いて判定処理を行う既設システ

ム(噴火予知アプリケーション)の判定結果を用いることとした。  
また、既設の観測機器が整備されていない火山ガスについては、新たに観測機器（表１の 3 成
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分）を 1 箇所に設置して試行を実施した。検知機器の設置位置については、過去の発生履歴及び

地形や火口との位置関係を基に選定を行った。  
 

3.2 情報の伝達手段 

工事や業務に従事する作業者への情報提供を前提とすることから、汎用的な情報伝達手段を採

用する必要があるため、インターネットから接続できる Web サーバを設置するとともに携帯電話

およびＰＣの Web サイトによる情報提供システムを構築した。なお、桜島島内には携帯電話の不

感地帯が存在することから、渓流毎に電波の感度調査を実施して運用に反映させることとした。  
 
４．開発したシステムの概要 

 前章までの検討、分析結果を踏まえて開発したシステムの機能概要を次に示す。  
分類 機能名 機能概要 

観測データの 
収集/提供機能

■情報閲覧機能 
携帯電話やＰＣから現地の雨量、水位、流速、
土石流ワイヤセンサ、火山ガス濃度、カメラ
映像に関する情報を閲覧する機能。 

■緊急通報メール配信機能
観測データが基準値を超えた場合に、現地の
作業員に対し、個別に警戒通報メールを自動
送信する機能。 

警戒通報機能 
■パトランプ/サイレンに 

よる警戒周知機能 

観測データが基準値を超えた場合、現場に設
置されたパトランプ/サイレンを自動で稼動
する機能。 

■工事情報登録機能 
工事の基本情報や、作業員ユーザー情報、施
工現場に関係する観測局の個別登録機能。 

■警戒基準値設定機能 
自動通報メール、パトランプ/サイレンによ
る警戒通報を行う場合の、各観測データの警
戒基準値について設定する機能。 

管理者機能 

■現場立入作業員把握機能
調査業務等の目的で、現地に一時的に入場し
ている作業員の氏名、連絡先、作業予定、作
業状況を確認する機能。 

その他機能 
■一時立入ユーザー情報 
 登録機能 

調査業務等の目的で、現地に一時的に入場す
るユーザーの情報を登録する機能。 

 
５．まとめと今後の課題 

 本システムを開発したことにより、現地の作業者が必要とする防災関連情報を集約して一元的に

提供するとともに危険事象の発生時における通知を能動的に行なうことが可能となった。 

今後は、システムを利活用するとともに情報を取得した作業者が速やかに作業中止や避難行動等

の判断に結び付けられるよう、情報の意味合い等を継続して周知していきたい。また、適切な情報

提供を行なうため、能動的な情報通知における閾値の検証が必要と考える。 

なお、システムの強化としては、情報項目（空振計、噴火状況等）や機能（地図上での表示機能、

現地からの情報登録機能等）の追加を検討するとともに、実運用を通して利用者の要望を抽出し、

利便性や操作性の向上を行なうことが必要である。 

さらに、火山を主体とする他地域の砂防工事においても同様の問題が内在すると想定されるため、

本システムの適用を検討することが望ましいと考える。しかし、開発の難易度が既存観測機器・シ

ステムの整備状況やネットワークの構成等に影響されるため、これらを充分に把握した上でシステ

ムの構成を検討すべきである。 
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